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自問川
の
務
が
あ
る
。

ハ
ッ
カ
シ
ョ
ウ
ガ
ツ
二
十
日
正
月

滞
政
の
時
、

正
且
二
十
日
を
二
十
日

E
Eと
い
ひ
、
元
旦
以
来
調

型
L
た
魚
、
奈
を
集
め
て
之
を
食

L
識
〈

L
、
そ
の
器

物
を
磁
め
た
。
之
を
品
村
正
且
と
も
乞
食
正
月
と
も
い

ふ
の
は
、
残
物
や
-食
、が
の
畿
で
あ
る
。

ハ
ッ
カ
シ
ヨ
マ
イ
八
ヶ
所
米

務
政
の
時
金
将

米
市
場
に
於
い
て
建
米
と
す
る
も
の
を
い
う
た
。
寛

政
十

一
年
ご
且
二
日
米
方
定
に
、『
高
閲
・放
生
禄
・氷

見
・岩
瀬
・滑
川
・
魚
津
米
、
〆」ハ
ヶ
所
に
川
商
仕
来
候

催
、
此
度
泊
ふ
り
米
・
桃
山
米
合
八
ヶ
所
米
一
一

耐
此
以
後

開
仕
候
続
放
仰
渡
候

mo』
と
あ
る
。

ハ
ッ
カ
ホ
ン
ゴ
ウ
八
箇
本
郷

』

ホ

Y

ゴ
ウ

本
郷
(
臥
索
活

バ
ツ
キ
テ
ダ
イ

場
付
手
代

4
テ
〆
イ
手
代
。

ハ
ツ
キ
マ
ル
設
機
丸
加
賀
務
の
汽
結
。

西
洋

千
八
百
五
十
λ
年
打
立
。
原
名
シ
チ
i
・オ
プ
・パ
y

ゴ
l
。
銭
製
長
さ
二
十
七
間
幅
四
問
。
馬
力
七
十

五
。
酬
明
敏
二
百
五
十
。
文
久
二
年
杭
滋
に
於
い
て
鵬

入
、
飴
印
は
白
地
に
紺
の
剣
梅
鉢
を
用
ひ
た
。
臨
剛
山

二
年
そ
の
縫
闘
を
上
海
で
改
造
し
て
岡
剛
健
丸
と
名
づ

ナ
た
。パ

ツ
ケ
イ
キ
プ
ン
麦
憩
組
問
二
容
。
大
理
寺

閉山
内
諾
村
の
名
所
・萄
鎖
・訓
祉
・例
開
等
に
関
す
る

記
録
で
あ
る
。
亭
和
三
年
三
且
の
序
文
が
あ
る
か
ら

凡
そ
そ
の
頃
の
も
の
と
思
は
れ
る
。
若
者
は
.
探
谷
川
伸

右
衛
門
で
、
野
尻
後
際
太
が
補
修
し
た
。

ハ
ツ
コ
ウ
ヌ
ノ
八
議
布

加
賀
山
市
で
は
古
〈抽出

物
な
ど
に
用
ひ
た
。
名
義
は
、
宮
中
な
ど
で
法
務
八

講
を
修
す
る
時
、
多
〈
こ
の
布
を
布
施
と
し
た
か
ら

で
あ
る
と
い
ふ
。
元
職
の
潜
言
字
考
節
用
に
、
『
入
訴

布
、
加
賀
所
出
物
』
と
あ
る
が
、
加
賀
は
加
賀
務
内

を
絞
っ
た
も
の
で
、
強
子
手
首
用
の
加
経
能
銘
記
に

，、
''1 

ハ
ツ
サ
h
y

八
甥

滞
政
の
昨
入
且
朔
日
を
い
う

た
。
武
家
で
は
朔
望
恒
例
の
号
城
が
あ
り
、
川
に
冷

涼
の
季
で
あ
る
が
、
ま
だ
雌
子
守
者
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
民
間
で
は

m伐
の
成
叫
荷
祈
る
日
で
あ
る
が
、

特
別
の
行
事
は
な
か
っ
た
。

こ
の
治
風
は
今
も
佐
々

に
存

L
、
訪
日
栄町
山
を
休
む
所
が
あ
る。

ハ
ツ
シ
ヤ
八
社

白
山
記
に
、『凶
之
入
社
者
、

白
山
、
菅
生
、
府
南
訓
…
剛
一
山
多
白
山
一
、
能
問
梨
、
加
茂

安宅
、
制
持
小
判
、
佐
那
武
百
眠
、
入
柿
乃
若
』
と
あ
ち
。

加
賀
の
大
祉
を
政

へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

の
能
削
は
熊
町
、
制
時
は
誕
生
の閉
山
引
で
あ
ら
号
。

パ
ツ
コ
ウ
マ
ツ
リ
箇
喬
祭

鹿
島
制
上
村
の
能

奇
比
古
制
祉
と
能
育
部
下
村
の
能
符
比
昨
訓
枇
と
は

兄
妹
の
紳
体
で
、

一J

宮
町
別
多
大
耐
の
的
問
で
あ
る

と
い
ひ
、
岱
十
月
十
九
日
か
ら
サ

一
日
ま
で
行
う
た

祭
出
闘
を
ぱ
つ
こ
う
祭
と
い
う
た
。
ぱ
つ
こ
う
は
は
っ

こ
の
訟
で
、
後
間
の
訟
で
あ
る
と
い
ふ。

ハ
ツ
コ
カ
ン
ノ
キ
八
古
闘
の
記
一

加
。
金
四
悼

の
側
人
字
下
の
初
本
。
小
松
の
子
母
の
間
入
古
関
で
、

苧
下
と
繭
吟
で
保
し
た
歌
仙
等
を
載
せ
て
あ
る
。

ハ
ツ
サ
カ
八
援

金
仰
の
町
名
。
古
へ
町
的
寺

坂
の
下
な
る
諾
寺
院
の
あ
る
加
は
荒
地
で
、
務
保
も

帥
開
山
町
が
あ
っ
た
か
ら
、
八
坂
の
名
が
起
っ
た
も
の
で

あ
ら
う
と
い
ふ
。

今
は
白
柏
寺
坂
の
名
が
阪
れ
て
、

そ
れ
を
入
坂
と
抑
制
し
て
ゐ
る
。

ハ
ツ
サ
カ
初
坂

口
加
山
部

二
J
E
の
出
村
で
あ

る。

茨
恕
紀
悶
に
、
こ
の
村
で
的
を
行
て
到
っ
た
が
、

前
旧
利
治
か
ら
犯
許
宇
一得
た
も
の
で
、
そ
れ
を
初
坂

飴
と
い
ふ
と
あ
る
。

も
、『孤
披
郡
西
中
村
・束
中
村
・七
枇
村
江
波
村
・荒

谷
村
・伊
勢
領
村
・
夏
住
村
・大
総
村
・
春
日
吉
江
村
-

J

ハ
十
部
村
・
矢
部
村
・
以
上
十
一
郎
に
明
也
。
』
と
あ

る。

ハ
ツ
ス
イ
八
水

大
型
寺
の
例
入
。
袋
水
の
門

ア
ラ
ヤ

か
ら
出
た
。
新
耐
架
に
平
一菊
糊
と
枕
し
、
新
h
f
に
竹

陪
主
人
文
は
市
町
口
八
水
と
い
ひ
、
=
一祭
裂
に
は
梨
守
庵

と抑
制
す
る
。
新
苧
は
天
明
入
年
八
水
が
耐
の
協
に
集

め
た
組
制
句
集
で
あ
ふ
υ
、
三
繁
一
以
は
究
政
二
年
自
己

の
泣
Mm
に
際
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
ろ
。

ハ
ツ
セ
デ
ラ
初
瀬
寺

山
山
内
阿
部
小
問
中
に
あ
っ

た
。
能
積
絡
に
、『
抗
川
許
拠
の
山
に
彼
傘
品
開
を
安
置

せ
し
糊
脅
掌
あ
り
。
む
か
し
は
初
搬
寺
と
い
ふ
寺
あ

り
し
に
、
今
は
寺
な
し
。
白
凶
閥
的
十
容
目
の
札
所

な
り
。
』
と
あ
る
。

ハ
ツ
ソ
ウ
パ
初
相
場

都

政

の
時
金
探
の
米
市

場
で
は
、
正
月
四
日
に
新
年
最
初
の
取
引
を
行
ひ
、

そ
れ
脅
初
制
拐
と
い
う
た
。

ハ
ツ
h
F

八
回

石
川
仰
巾
村
郷
に
臨
す
る
部
稿
。

ハ
ツ
hm

八
回

河
花
榔
訓
上
住
に
屈
す
る
部
務
。

泊
施
記
に
、
八
川
は
潟
の
附
と
い
ふ
詣
で
あ
ら
う
と

記
す
る
。

ハ
ツ
生
八
回

出
品
加
入
間
泌
に
邸
す
る
部
稿
。

ハ
ツ
h
F

ア
ラ
ヤ
八
回
新
屋

石

川

郡
中
村
郷
に

節
す
る
郎
、問。

ハ
ツ
タ
ガ
h
F

八
回
潟

河
北
潟
の
一
名
。
湖
昨

河
出
加
入
川
村
の
百
姓
が
多
〈
抑
扮
に
従
ふ
を

U

て
、
入
出
潟
と
も
耕
せ
ら
れ
た
。

ハ
ツ
h
F
ゴ
ウ
八
田
郷

鹿
島
都
に
回
し
、
諮
政

時
代
で
は
、
入
削
・
凶
下・
千
旧
日
の
=
一
ヶ
村
そ
含
ん
で

m
H
た
。
↓
ヤ
タ
ゴ

ウ

入
川山
郷
。

ハ
ツ
hm
シ

ョ

ウ

八

回

庄

↓

ヤ
タ
シ
ョ
ウ
入

H
庄
。

ハ
ツ
タ
ナ
カ
八
田
中

石
川
郡
中
村
郷
に
回
す

る
部
、問。

ハ
ツ
生
ヨ
シ
ノ
ブ
八
回
吉
信

泡
熔
三
助
。
長

法
制
の
家
隠
。
何
回
長
引
年
八
月
抱
妥
郡
抽
出
升
畷
の
械

，、
八

ハ
ッ
ト
リ
ジ
ヨ
ウ
ザ
イ
イ
ン
服
部
常
在
院

初

め
佐
久
間
同
日
政
に
仕
へ
た
が
、
後
前
川
利
長
に
百
出

さ
れ
た
。
其
の
子
を
掠
庄
兵
衛
と
い
ひ
、
大
坂
帥
に

討
死
し
、共
の
子
五
右
衛
門
の
時
服
部
氏
に
復
し
た
。

子
孫
滞
に
仰
製
す
る。

ハ
ッ
ト
リ
ジ
ン
ジ
ヤ
服
部
神
拡
↓
ハ
ト
リ

ジ

シ
ジ
ヤ
服
部
榊
制

ハ
ッ
ト
リ
タ
ロ
ヱ
モ
ン

服
部
太
郎
右
衛
門

初

名
数
馬
。

山
附
附
跨
の
阻
。
政
二
百
石
。
交
は
忠
左

衛
門
。
太
郎
右
衛
門
医
長
十
九
年
(
久
の
後
を
受
け
、

大
坂
雨
役
に
従
ひ
、
後
陣
に
は
阿
山
口
で
交
稽
し
、

叉
城
中
で
敵
首

一
つ
を
得
、
銀
子
二
枚
・
靴
子
二
を

に
、
丹
羽
良
重
の
士
西
脇
左
門
の
お
討
取
ら
れ
た
。

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ガ
ハ
八
T
川

能
業
制
宮
竹
用
水

の
分
慌
で
、
上
統
で
は
長
野
川
と
い
ひ
、
一
昨
制
・
長
野

聞
を
過
ぎ
て
入
了
川
と
い
は
九
一
、
平
面
附
近
で
駒
川

に
合
す
る
。

ハ
ッ
ト
ウ
ホ
ウ
鉢
頭
峰

石
川
郡
吉
野
十
景
山り

一
つ
。
吉
野
の
東
方
で
、
太
白
山
に
凱
ん
で
ゐ
る
。

ハ
ッ
ト
リ
イ
ヅ
モ
服
部
出
雲

土

佐

の
人
。
前

回
利
長
に
仕

へ
、
後
に
村
糊
M
T
右
衛
門
と
鋭
し
、
千

石
を
賜
は
り
、
応
廻
組
顕
そ
勤
め
た
。

ハ
ッ
ト
リ
ゲ
ン
コ
ウ
服
部
元
好

後
に
関
氏
に

改
め
た
。
金
持
卯
辰
入
幡
町
に
住
し
た
市
留
で
、
狂

倣
を
能
く
し
、
尺
八
の
吹
奏
に
も
巧
み
で
あ
っ
た
。

一
兆
好
が
例
入
北
技
と
風
交
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の

狂
紙
袋
た
る
制
抑
制
集
に
見
え
る
か
ら
、
元
総
・貸
氷

の
頃
を
同日
時
と
し
た
の
で
あ
ら
う。

ハ
ッ
ト
リ
サ
ゲ
ン
タ
服
部
左
源
太

究
終
段
は

隠
張
の
入
。
左
源
太
は
陛
長
十
九
年
前
凶
利
長
に
百

出
さ
れ
、
王
百
石
を
受
け
、
大
坂
官
付
役
に
一
泊
月
七
日

良
川
丸
に
で
鉛
を
合
は
せ
、敵
と
組
ん
で
戦
死
し
た
。

子
孫
滞
に
附
加
盟
す
る
。

一ー


